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●表紙写真／
　「あひるクラブ」
　あひるクラブは、親と子のよりよい関係づくり
と仲間づくりの機会を目的に毎年行われていま
す。季節の行事や遠足など楽しい講座が用意さ
れており、人気があります。
　今回は、リトミックが行われました。参加者の
みなさんは、子ども達と一緒にリズムに合わせ
て手遊びをしたり、床に広げたロープの上を歩
いて段ボールの中をくぐったりして楽しんでい
ました。

■人の動き
・人口 7,888人 （＋16） 　 　
・男 3,918人 （＋6） 　 　
・女 3,970人 （＋10）　　  
・世帯数 3,066世帯 （＋6） 　　 
・転入 19
・転出 3
・出生 5
・死亡 5

平成26年7月末現在。
（　）内は前月比。
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　交通量の少ない一部区域において、停留所までの移動に困難を要する
高齢者等を対象に、区間内であれば停留所以外の場所でも自由に乗り降り
ができます。
　ただし、停留所まで移動が可能な方は停留所で乗降くださるようお願い
します。

八ヶ岳線

○フリー乗降導入区間

　フリー乗降制度の導入には、原村循環線利用者及び、通行車両の安全
性の確保が重要です。
　また、多くの区間をフリー乗降区間にすると原村循環線運転手の負担増
加や安全性の低下に結びつく可能性があります。そのため、試験運行とし
てのフリー乗降制度実施区間は、比較的交通量の少ない村道で、利用者
が多く効果が高いと考えられる区間としました。

《１０月１日から試験運行》

原村循環線「セロリン号」フリー乗降が始まります　八ヶ岳線と北部線の一部区間でフリー乗降を実施します。
　フリー乗降区間は、下記路線図の青色の点線で示した区間です。

○フリー乗降路線と区間

　原村循環線「セロリン号」は、平成２６年１０月から停留所以外でも
乗降できる「フリー乗降制度」の試験運行を行ないます。
　フリー乗降できる区間は「八ヶ岳線」と「北部線」の一部区間です。
　安全にバスの運行や乗降ができますように、みなさんのご協力をお
願いします。

○フリー乗降とは

原村循環線「セロリン号」フリー乗降制度

・通学通勤支援便の時刻変更（連絡電車時刻訂正によるもの）
　午後便の一部が「１～２分」変更になります。
・停留所の追加　中新田地区「庚申森」
・停留所の廃止　八ツ手地区「八ヶ岳診療所」
　※平成26年 10月 1日改訂版「原村路線・時刻表」は広報はら9月号に差し込みます。

北部線

○１０月からフリー乗降以外の改正点

原村循環線「セロリン号」に関するお問い合わせ
総務課　村づくり係　電話７９－７９２２

○フリー乗降を利用される方へのお願い

◇停留所以外で乗るとき
・道幅の広い安全な場所で待ち、バスが来たらはっきりと手を挙げて合
図しましょう。
　（ものかげや見えにくい場所でバスを待っていると運転手が見落とし
てしまいます）
・最寄りの停留所の発車時刻を参考に、余裕を持って待ちましょう。

◇停留所以外で降りるとき
・早めに降りる場所をバスの運転手に口頭で知らせましょう。
・車内転倒防止のため、降車の際はバスが完全に停車するまでは席を
立たないようにしてください。

・道路の広さや混雑状況により停車できない場合は、安全な場所を選ん
で止まります。

◇その他
・停留所が近くにある場合は、停留所を利用してください。
・交差点付近や横断歩道の前後、橋の上、道路の狭い場所、見通しの
悪いカーブなど交通安全上において危険な場所では、停車できません。

・運転手が危険と判断した場合は、指定された場所での乗降ができな
い場合があります。
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「日本で最も美しい村」連合への加盟を一緒に考えましょう
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大
鹿
村
は
長
野
県
下
伊

那
郡
の
北
東
部
に
位
置
し
、
東
は

静
岡
県
静
岡
市
に
接
し
て
い
ま

す
。
日
本
列
島
を
縦
断
す
る
大
断

層
「
中
央
構
造
線
」
が
村
中
心
を

貫
き
、
東
側
は
南
北
に
の
び
る
南

ア
ル
プ
ス
連
峰
と
西
側
の
伊
那
山

脈
に
囲
ま
れ
、
村
の
面
積
２
４

８
．
３
５
㎢
の
内
の
97
％
が
山
林

原
野
で
占
め
ら
れ
、
平
地
が
わ
ず

か
な
、
集
落
が
急
傾
斜
地
に
点
在

す
る
の
ど
か
な
山
村
で
す
。

　

平
成
26
年
２
月
28
日
現
在
の
人

口
は
１
，
１
１
５
人
、
世
帯
数
が

５
２
０
世
帯
で
す
。

　

大
鹿
村
で
は
、
平
成
17
年
に

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」

が
設
立
し
た
当
初
か
ら
連
合
に
加

盟
し
、
地
域
資
源
と
し
て
江
戸
時

代
か
ら
３
０
０
有
余
年
の
伝
統
あ

る
「
大
鹿
歌
舞
伎
」
、
重
要
文
化

財
の
「
福
徳
寺
・
松
下
家
」
、

「
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
集
落
景

観
」
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
★
大
鹿
村
歌
舞
伎

　

 (

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財)

 　

江
戸
時
代
か
ら
大
鹿
村
で
伝
承

さ
れ
て
き
た
地
芝
居
「
大
鹿
歌
舞

伎
」
。
地
芝
居
は
農
村
の
最
大
の

娯
楽
と
し
て
、
幕
末
か
ら
近
代
に

か
け
て
全
国
各
地
に
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
鹿
歌
舞
伎

は
そ
の
地
芝
居
の
原
型
を
今
日
ま

で
伝
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
６１
年
に
大
鹿
歌
舞
伎
保
存

会
が
発
足
、
大
鹿
歌
舞
伎
だ
け
に

残
る
外
題
や
演
出
が
あ
り
、
平
成

８
年
に
は
地
芝
居
の
分
野
で
は
全

国
で
初
め
て
国
選
択
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
鹿
村
で
は
小
学
校
４
年
生
が

３
月
に
歌
舞
伎
発
表
会
を
し
ま

す
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
全
生
徒

が
歌
舞
伎
の
稽
古
を
し
て
、
毎
年

９
月
に
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
中
学
校
で
歌
舞
伎
を
習
っ
た

卒
業
生
が
大
鹿
村
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
歌
舞
伎
の
継
承
に
加
わ
っ
て
い

ま
す
。 

　

ま
た
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア

な
ど
海
外
公
演
も
行
い
、
国
内
で

も
全
国
各
地
で
依
頼
を
受
け
劇
場

公
演
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
村
内

で
は
年
２
回
、
春
（
５
月
３
日
）

と
秋
（
１０
月
第
３
日
曜
日
）
の
定

期
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年

で
は
故
原
田
芳
雄
さ
ん
が
企
画
主

演
し
た
「
大
鹿
村
騒
動
記
」
を
は

じ
め
映
画
や
ド
ラ
マ
の
題
材
と
し

て
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
★
重
要
文
化
財　

福
徳
寺
・
松
下
家

　　

後
醍
醐
天
皇
の
第
八
皇
子
宗
良

親
王
の
祈
願
所
と
し
て
知
ら
れ
る

鎌
倉
時
代
建
立
と
推
測
さ
れ
る
醫

（
医
）
王
山
福
徳
寺
や
、
文
政
３

年
建
築
さ
れ

た
代
々
名
主

組
頭
の
村
役

を
勤
め
た
名

家
の
「
松
下

家
」
な
ど
、

歴
史
的
価
値

の
高
い
重
要
文
化
財
が
保
存
さ
れ

て
お
り
、
補
助
金
等
を
導
入
し
て

の
改
修
や
地
域
住
民
に
敷
地
内
清

掃
を
委
託
す
る
な
ど
し
て
、
大
切

に
保
存
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
こ
れ
ら
文
化
財
の
周
辺

一
帯
を
地
域
の
住
民
が
整
備
し
、

花
桃
や
季
節
の
花
、
雑
穀
な
ど
を

栽
培
し
景
観
に
も
配
慮
が
さ
れ
、

春
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
写
真
撮

影
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
す
る
多
く

の
観
光
客
が
こ
の
地
を
訪
れ
て
い

ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
集
落
景
観 

　　

村
内
の
随
所
か
ら
望
む
こ
と
が

で
き
る
南
ア
ル
プ
ス
の
主
峰
雄
大

な
赤
石
岳
は
、
四
季
を
通
じ
て
観

る
者
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
特
に

村
の
中
心
地
、
大
西
公
園
か
ら
望

む
赤
石
岳
と
小
渋
橋
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
カ
メ
ラ
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
も
大
変
人
気
で
す
。
夏
季

に
は
鳥
倉
林
道
や
大
池
高
原
で
、

中
央
ア
ル
プ
ス
や
北
ア
ル
プ
ス
ま

で
望
む
こ
と
が
で
き
る
３
６
０
度

の
大
パ
ノ
ラ
マ
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

★
日
本
風
景
街
道
と
沿
道
景
観
整
備

　

平
成
２０
年
に
「
大
鹿
村
風
景
街

道
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、

『
民
俗
芸
能
と
南
北
朝
歴
史
浪
漫

の
旅
「
秋
葉
街
道
」
』
を
日
本
風

景
街
道
に
登
録
し
て
、
住
民
に
よ

る
沿
道
の
草
刈
り
や
ご
み
拾
い
、

標
識
の
汚
れ
落
と
し
や
側
溝
の
清

掃
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
村
職
員
に
よ
る
ク

リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
環

境
の
維
持
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、

い
く
つ
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
花
の
苗
づ
く

り
、
沿
道
へ
の
植
栽
、
管
理
を
お

こ
な
い
景
観
美
化
に
努
め
て
い
ま

す
。

大鹿歌舞伎 定期公演

中学校歌舞伎発表会

★
景
観
条
例
の
制
定

　

大
鹿
村
で
は
「
大
鹿
村
美
し
い

村
づ
く
り
条
例
」
（
景
観
条
例
）

を
制
定
し
、
村
の
原
風
景
を
次
の

世
代
に
継
承
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

景
観
に
配
慮
す
る
た
め
、
木
製

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
へ
の
変
更
を
進
め

て
い
る
ほ
か
、
村
営
住
宅
や
公
衆

ト
イ
レ
な
ど

の
公
共
施
設

を
村
産
材
の

カ
ラ
マ
ツ
を

使
っ
た
木
造

建
築
で
建
設

し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
景
観
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

色
の
屋
根
の
塗
り
替
え
を
推
奨
し

て
お
り
、
青
や
赤
等
の
屋
根
を
黒

系
等
に
塗
り
替
え
る
と
費
用
の
８

割
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
景
観
条
例
に
よ
り
建

物
の
色
等
の
規
制
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
鹿
村
で
は
村
民

が
一
丸
と
な
り
、
伝
統
文
化
を
継

承
し
て
、
景
観
美
化
に
努
め
自
然

と
人
が
共
生
す
る
美
し
い
村
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

福徳寺(重要文化財)

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
へ
の
加
盟

　
　
　
　
　
　
　

を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う

大鹿村 集落と南アルプス

Ｐａｒｔ．４

　

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
は
、
小
さ
く
て
も
輝
く
地
域
資
源
を
持
つ

町
や
村
が
誇
り
を
持
ち
、
美
し
い
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
。
住
民
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
展
開
す
る
事
で
地
域
の
活
性
化
や
自
立
を
推
進
す
る
こ
と
。

景
観
、
環
境
及
び
文
化
を
守
り
活
用
す
る
事
で
観
光
的
な
価
値
を
高
め
、
地
域

の
資
源
の
保
護
と
地
域
経
済
の
発
展
に
役
立
て
る
事
な
ど
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

原
村
で
は
昨
年
９
月
の
原
村
議
会
全
員
協
議
会
で
連
合
へ
の
加
盟
を
目
指
す

方
向
で
検
討
し
て
い
く
事
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
連
合
へ
の
加
盟
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、

今
回
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
大
鹿
村
の
様
子
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

問　

総
務
課
企
画
係　

電
話
７
９
ー
７
９
４
２

ボランティアによる花の植栽

木造村営住宅

松下家(重要文化財)

大鹿村の青いケシ
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イ
ベ
ン
ト

I N F O R M A T I O N

　

今
年
で
11
回
目
と
な
る「
八
ヶ

岳
★
星
と
歩
く
〜
ナ
イ
ト

ウ
ォ
ー
ク
〜
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
●
9
月
20
日
土

　

午
後
7
時
〜
午
後
10
時
30
分

場
所
●
八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

申
込
期
限
●
9
月
12
日
金

申
込
方
法
●
は
が
き
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

参
加
費
●
１
５
０
０
円

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
●

　

午
後
7
時

　
　

集
合
・
受
付

　

午
後
7
時
30
分

　
　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞

　

午
後
8
時
15
分

　
　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

午
後
8
時
30
分

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ー
ト

　

午
後
10
時
30
分

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ゴ
ー
ル

　

看
護
職
に
関
す
る
就
職
プ
レ

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。看
護
職

へ
の
再
就
職
を
考
え
る
中
で
、悩

み
事
や
相
談
事
を
お
持
ち
の
方

は
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
●
8
月
27
日
水　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
4
時

場
所
●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
諏
訪

　
　
　

２
階
会
議
室

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
欄
外
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

原
村
の
美
し
い
景
観
を
守
り

育
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、景

観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。日
頃
大
切
に
感
じ
て
い
る

村
の「
優
れ
た
景
観
」、「
好
き
な

景
観
」等
の
写
真
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

応
募
資
格
●
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。
（
1
人
5
点
ま
で
）

応
募
期
限
●
9
月
30
日
火

応
募
方
法
●
応
募
用
紙
に
写
真

を
添
え
て
、
持
参
・
郵
送
・
電
子

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
、
事
務
局
の
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
持
参
・
郵
送
の
場
合
、
プ
リ
ン

ト
写
真
は
、
カ
ラ
ー
四
つ
切
サ
イ

ズ
（
2
5
4
㎜
×
3
0
5
㎜
）
と

し
ま
す
。

○
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
デ
ジ
タ

ル
写
真
の
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
は
、
1

枚
当
り
3
M
B
ま
で
と
し
ま
す
。

（
無
加
工
の
も
の
）

※
メ
ー
ル
1
件
に
つ
き
写
真

デ
ー
タ
1
枚
分
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
写
真
の
取
扱
●
応
募
作
品

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
へ

の
掲
載
、
展
示
等
の
権
利
は
主

催
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま

す
。
個
人
情
報
は
、
作
品
審
査

を
目
的
と
し
、

展
示
な
ど
の
際

は
、
住
所
（
市

区
町
村
名
の

み
）
・
氏
名
を

公
表
し
ま
す
。 

プ
リ
ン
ト
写
真

は
、
希
望
に
応

じ
て
返
却
し
ま
す
。

※
撮
影
対
象
は
自
由
で
す
が
、

個
人
の
所
有
地
等
を
撮
影
に
使

用
す
る
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
所

有
者
の
了
承
を
得
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
●
主
催
者
が
審
査
を
行

い
、
審
査
結
果
は
入
選
者
に
直

接
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募

者
に
は
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

日 土金木水火月

8月 9月

A u g u s t  t o  S e p t e m b e r

　 　 　 　 　         15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

■原村診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日、8/13・14・15

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■中央公民館［☎79-7940］
土曜日、日曜日、祝日（施設利用は可）

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、8/15（夜間）、8/27

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、8/29

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
9/8～12

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
無休

■もみの湯［☎74-2911］
無休

募
　
集
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看
護
職
就
職
プ
レ
相
談
会

長野県看護師協会公式ホームページ
http://www.nursen.or.jp/

　村では、住民の皆様へ「緊急性の高い情報」をお知らせする情報伝達手段として、緊急速報
メール（エリアメール）と原村緊急メール配信サービスを運用しています。携帯電話で情報を受
信できる２つのサービスの特徴をご覧いただき、いざという時の情報確認にご活用ください。

原村緊急メール配信サービスは、住民の安全に関わる様々な情報が素
早く確認できますので、ぜひこの機会に登録手続きをお願いします。

携帯電話で受信できる「緊急性の高い情報」

「緊急速報メール（エリアメール）」
「原村緊急メール配信サービス」　を利用しましょう

緊急速報メール（エリアメール） 原村緊急メール配信サービス

■緊急速報メールとは？ ■村緊急メールとは？

■緊急速報メールの受信 ■村緊急メールの受信

■緊急速報メールで配信される項目 ■村緊急メールで配信される項目

　国・県・市町村から、生命にかかわる緊急性の
高い情報を配信します。携帯電話の通信網を使用
し一斉に多数の携帯電話ユーザへ情報を伝達す
るサービスで、対象となるエリアに一斉に配信さ
れます。携帯電話ユーザが対象エリア内にいる場
合に受信します。

　村から、村内の緊急性の高い情報を配信しま
す。事前に登録されたメールアドレスに情報を送
信するサービスで、有線放送が聞こえない屋外に
いる場合や、有線放送未加入世帯に対しても村の
緊急情報を速やかに伝えることができます。

　受信するためにアドレス登録等の手続きは必
要ありません。受信できない機種や受信設定が
必要な機種がありますのでご注意ください。使用
料や通信料は無料です。

　あらかじめ事前登録されたメールアドレスに送
信しますので、全国どこにいても受信できます。
登録手続きやメール受信にかかる通信料は利用
者の負担になります。

○国から、緊急地震速報、津波警報、国民保護に
関する情報など
○県から、土砂災害警戒情報、指定河川洪水予
報、噴火警報、東海地震予知情報など
○村から、避難準備情報、避難勧告、避難指示
（原村エリアに一斉配信）
　　

○防災に関する情報（避難準備情報、避難勧告、
避難指示、火災情報、防災訓練情報など）
○生活・道路に関する情報（断水情報、道路通行
規制情報、野生生物の目撃・出没情報、気象情報
など）
○防犯に関する情報（不審者情報、犯罪に関わる
情報、捜索情報など）

（緊急速報メールは、ＮＴＴドコモ提供の“緊急速報「エリア
メール」”、ＫＤＤＩとソフトバンク・モバイルが提供する“緊急速
報メール”を意味します。）

※利用方法によっては受信者の迷惑になってしまう恐れがあ
るため、携帯電話事業者により配信可能な項目が定められて
います。

※ＬＣＶテレビのデータ放送や、スマートフォン向けＬＣＶ－Ｆ
Ｍ専用アプリ（無料）『ＬＣＶ－ＦＭ７６９』でも配信メールの
内容を確認することができます。

詳しくは、村ホームページをご覧いただくかお問い合わせください。　問　総務課企画係　電話７９－７９４２（直通）

原村緊急メールについて

問
・
■
■
■

　

長
野
県
看
護
協
会

　

☎
0
2
6
3
‐
35
‐
0
0
6
7

　

長
野
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
0
2
6
‐
2
2
6
‐
0
8
6
5

申
込
先
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八
ヶ
岳
★
星
と
歩
く

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

問
・
■
■
■

  

原
村
商
工
会

　

〒
3
9
1
‐
0
1
0
4

　

諏
訪
郡
原
村
6
5
5
5

　

☎
79
‐
4
7
3
8

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

79
‐
5
7
1
8

申
込
先

原
村
の
美
し
い
景
観

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

問
・
応
募
先

　

景
観
と
村
づ
く
り
の
会
事
務
局

　
（
建
設
水
道
課
環
境
係
）

　

〒
3
9
1
‐
0
1
9
2

　

諏
訪
郡
原
村
6
5
4
9
‐
1

　

☎
79
‐
7
9
3
3

※携帯電話のバーコードリーダー機能を選択し、右記のQRコードを撮影すると、簡単に携帯サイト
にアクセスできます。　

原村の美しい景観写真コンクール応募メールアドレス
kankyo-c@vill.hara.nagano.jp
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